
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ネーションズリーグから学ぶこと】 

男子バレーボール 日本代表 ロラン・ティリ監督から練習や試合の前後にする掛け声を変えてほしい

と言われ、キャプテンの石川祐希選手は「グリットは今の自分たちに一番必要な言葉だ」と思い、グリット

という言葉を選びました。 

その結果、ネーションズリーグ 日本 VS アルゼンチンの試合では先に２セットを失いましたが、グリッ

トの掛け声によりチームが奮起し、その後連続で３セットを奪い、勝利しました。 

 

 

GRIT（グリット）とは・・・ 

・生まれもった才能は関係がない 

・失敗を恐れず挑戦することが重要 

・長期間、継続的に粘り強い努力を要する 

 

 

これは、学校生活でも同じです。授業中も、行事も 

全員で声を掛け合いながら成長していきましょう。 
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IJ 学級 学級通信  Ｎｏ．７ 

令和 ７年 ８月 ２６日（火） 

＜今後の行事＞ 

8 月 27 日(水)～29(金) スタートアップ期間 
※スタートアップ期間とは 

 放課後に担当と生徒の２者で、夏休みの様子などについて 

 面談をします。面談日は、担当からお知らせします。 

 

9 月 13 日(土) 土曜授業 人権講話 

9 月 18 日(木)～19 日(金) 中間考査 

9 月 26 日(金) 職場訪問 

                    （生徒の皆さんへ） 

 約１ヶ月の夏休みも終わり、いよ

いよ２学期が始まります。１年生は

中学校生活初めての夏休み、充実し

て過ごせたでしょうか。大きなケガ

等なく、楽しいものであったのなら

うれしいです。 

さて、夏といえば、今年もたくさんのスポーツで熱戦が繰り広げられました。特に

印象的だったのが、「バレーボールネーションズリーグ」です。日本代表が世界を相

手に粘り強く戦い、見事なプレーで多くの人に感動を届けてくれました。 

その姿は、IJ 学級の生徒たちにも通じるものがあると感じました。――あきらめ

ない心、仲間を信じて力を合わせること、自分のもてる力を出しきること。これらは、

２学期の生活の中で生徒たちに育てていきたい大切な姿勢です。 

２学期は行事も多く、学級としての絆が深まる時期です。学習面だけでなく、心の

成長も大切にしながら、一日一日を大切に過ごしていきたいと思います。 

今学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

①Guts（度胸）：困難なことに立ち向かう 

②Resilience（復元力）：失敗しても諦めずに続ける 

③Initiative（自発性）：自分で目標を見据える 

④Tenacity（執念）：最後までやり遂げる 

 

１学期 IJ 学級まとめの会 
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